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0737.06.30 天平九年六月 21 凶事 疱瘡勘文 典薬寮疱瘡治方勘文 頭 典薬寮勘申　疱瘡治方事 482 物部韓国廣足カ

0749.12.30 天平勝宝元年 17 仏事下　付法僧 施入諷誦文 聖武天皇封戸水田等施入勅願文 奉施入　封戸五千戸水田一萬町 433 勝満は聖武上皇の法名 『東大寺金銅碑文』の裏面部分　碑文には「東西寺二千戸・新薬師寺三百戸」部分ナシ

0752.04.09 天平勝宝四年四月九日 16 仏事上 東大寺大佛記 聖武天皇東大寺大佛殿勅願板文 東大寺大佛殿佛前板文 390

0753.01.15 天平勝宝五年正月十五日 17 仏事下　付法僧 施入諷誦文 聖武天皇勅願文 聖武天皇勅願文 432 勝満は聖武上皇の法名 『東大寺金銅碑文』の表面

0784.07.28 延暦三年九月八日 7 摂_家 奉納興福寺寶物牒 藤氏南家納興福寺寶物牒 大納言兼行中務卿藤原朝臣継縄 奉納興福寺寶物牒 178 大納言正三位兼行中務卿藤原朝臣継縄牒上 継縄は藤原南家武智麿孫

0806.01.28 大同元年正月二十八日 20 異國 異國賜本朝人位記 唐國與送大宰大監高階遠成位記 異国賜本朝人位記 457 日本国判官正五品上兼行鎮西府大監高階真人遠成

0816.06.19 弘仁七年六月十九日 17 仏事下　付法僧 沙弥空海上表 僧空海表 沙弥空海上表 弘法大師請入定處於高野峯表 423 弘法大師空海

0824.09.03 天長元年九月三日 6 太政官 太政官_奏 太政官論奏 都良香 停多_島隷大隅國事 157 都良香 参議太宰大貳従四位下小野朝臣峰守の解に依る

0831.09.25 天長八年九月廿五日 16 仏事上 受法之師事 円澄大師受法之師事 傳燈大法師位圓澄 受法之師事 397 延暦寺求法弟子圓澄皈命大阿者梨 俗別当大納言正三位兼行弾正尹藤原三守　参議正四位下守右大将兼春宮大夫藤原吉野

0831.09.25 天長八年九月廿五日 16 仏事上 円澄大師受法之師事 弘法大師傳 南岳和尚弘法大師也 398

0838.12.15 承和五年十二月十五日 2 文筆中 縁起 廣隆寺縁起 広隆寺縁起　字秦公寺。一名蜂岡寺 37 檀越大秦宿祢永道　大別當傳灯大法師位壽寵　少別當傳灯大法師位道昌 法頭朝原宿祢明吉　傳灯住位僧恵最　寺主傳灯満位僧安恵

0848.12.30 嘉祥元年カ 1 文筆上 詩 字訓詩 字訓詩 清原眞友 字訓詩 4 清原眞友 「于時嘉祥九年秋」とあるも嘉祥は1~3年

0848.12.30 嘉祥元年カ 1 文筆上 詩 字訓詩 字訓詩 源　順 字訓詩 4 源　順 嵯峨源氏源定の曾孫　従五位上和泉守･能登守

0854.04.03 仁寿四年四月三日 16 仏事上 補天台座主官牒 傳灯大法師圓仁 左大史秦永幸 円仁天台座主補任官牒 395

0863.01.11 貞観五年正月十一日 16 仏事上 石清水宮記 石清水八幡宮護國寺略記 傳灯大法師位行教 石清水八幡宮護国寺略縁記 392

0864.02.16 貞観六年二月十六日 16 仏事上 天台座主宣命 大法師安慧 勅使良岑経世 安慧天台座主補任宣命 395

0864.03.14 貞観六年三月十四日 12 内記 位記 位記例状 位記例状宣旨 320

0866.07.12 貞観八年七月十二日 17 仏事下　付法僧 僧徒諡號 傳教大師諡號勅書 424

0866.07.12 貞観八年七月十二日 17 仏事下　付法僧 僧徒諡號 慈覚大師諡號勅書 425

0876.02.07 貞観十八年二月七日 11 廷尉 囚人為治病自本所乞請 雑人獄所候者依本所請申給假 内蔵頭藤原安世 進物所給假申文 266 左衛門権佐惟範 掌侍賀茂定子

0878.04.28 元慶二年四月二十八日 12 内記 勅符 討賊夷勅符 都良香作 應早速討賊夷事　 297 都良香

0882.09.30 元慶六年九月 1 文筆上 銘 右大臣剱銘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 管贈大相国 右大臣剱銘 12 菅原道真 「本朝文粋」所収　　右大臣は仁明源氏源多

0885.01.21 仁和元年正月廿一日 1 文筆上 序 句題詩序 早春内宴侍仁壽殿、同賦春娃無気力、應製詩一首併序 菅　丞相 句題詩序 7 菅原道真 「菅家文草」によれば仁和元年正月の仁寿殿に於ける内宴となる　時に道真は従五位上加賀権守式部少輔文章博士41才

0888.05.06 仁和四年五月六日 22 諸国雑事上 臨時奉幣祭文 國守祭城山神文 菅家 祭城山神文 526 正五位下讃岐守菅原朝臣道真

0890.08.05 寛平二年八月五日 17 仏事下　付法僧 施入状 藤原良尚蔭子菅根等連署庄園施入帳 因幡掾藤原朝臣菅根 藻原庄壹處　田代庄 430 黒麿ｰ春継ｰ良尚ー菅根（藤原南家） 別当大納言は正三位大納言藤原良世（藤原北家冬嗣男）　　別当左少弁藤原佐世（藤原式家）

0893.06.15 寛平九年六月十五日 11 廷尉 補別當宣旨 検非違使別當補任宣旨 右衛門権佐藤原朝臣弘道 以参議正四位下行右衛門督源朝臣貞恒為_非違使別當 256 藤原時平が大納言従三位左近衛大将と為ったのは「公卿補任」によれば寛平九年、源貞恒が右衛門督となったのも寛平九年である

0897.07.13 寛平九年七月十九日 12 内記 宣命 贈后宣命書様 小野美材 贈后　醍醐天皇生母藤原胤子 307 小野美材 贈皇太后藤原胤子父正三位中納言藤原高藤(３年後の昌泰年内大臣で薨去）　　　使宮内卿十世王　在原棟梁

0898.11.21 昌泰元年十一月廿一日 2 文筆中 祝言 皇子御元服祝文 紀　納言 第三皇子加元服祝文 34 紀　長谷雄　従四位下文博士式部大輔兼侍従　 「本朝文粋」所収　宇多天皇第三皇子齊世親王母参議左大弁橘廣相女義子　　　

0898.11.21 昌泰元年十一月廿一日 12 内記 詔 朔旦冬至詔 従五位下守中務少輔藤原　宣奉行　　 朔旦冬至 293 中務少輔藤原　　宣奉行 醍醐天皇詔　大納言藤原時平　権大納言菅原道真

0899.10.24 昌泰二年十月廿四日 2 文筆中 書 今上奉答法皇御書　 紀家作　 今上奉答法皇辞尊号御書 41 右大弁紀長谷雄 太上天皇の尊号を辞退してきた宇多上皇が10月20日「謝尊号」の後24日「落髪入道」と「紀略」にある

0899.10.30 昌泰二年十月 2 文筆中 書 辞法皇尊号御書 紀家作 辞法皇尊号書 41 右大弁紀長谷雄 朱雀院は当時宇多上皇の御所であった

0905.07.21 延喜五年七月二十一日 2 文筆中 書 法皇辞封戸御書 紀家作　 法皇辞封戸書 42 右大弁紀長谷雄 法皇は宇多法皇

0908.03.05 延喜八年三月五日 11 廷尉 補別當宣旨 検非違使別當補任宣旨 左衛門府生阿刀常名奉 以中納言兼左兵衛督平朝臣惟範為_非違使別當 256 右大臣源光宣　右大弁紀長谷雄傳宣　右大史大春日利用仰

0908.11.11 延喜八年十一月十一日 4 朝儀上 離宮院雑舎請預官符 離宮院雑舎請預官符 左大臣藤原時平宣 應請預離宮院雑舎四字事　　山城国司 105 正二位左大臣兼左大将藤原朝臣時平宣

0910.12.30 延喜十年 22 諸国雑事上 初任國廳宣 加賀初任國司廳宣 新司宣　加賀国在廳官人雑任等 503

0910.12.30 延喜十年 22 諸国雑事上 頓料解文 書様 頓料解文書様 新司頓料物事 507 延喜十年？

0911.06.16 延喜十一年六月十六日 3 文筆下 記 亭子院賜酒記 紀　納言 亭子院賜酒記 61 中納言従三位紀長谷雄翌十二年三月68才で薨去 「本朝文粋」所収　「有一病臣、不飲獨醒、具見行事、走筆記之」　宇多法皇・仲平･源副･兼茂・俊蔭･経邦・良峰遠視･伊衡・平希世

0912.04.08 延喜十二年四月八日 1 文筆上 銘 総持寺鐘銘 藤原公利 総持寺鐘銘 13 備前権介藤原公利　高房 - 山陰 - 公利 摂津國島下郡　千手観世音菩薩像

0913.12.30 延喜十三年冬 1 文筆上 文 詰眼文　 吏部員外侍朗善居逸 詰眼文并序 22 三善清行  847~918 吏部員外侍郎＝式部権大輔　「政治要略」所収

0919.11.01 延喜十九年十一月一日 8 別奏 民部省充定相甞料符 民部省充定相甞料符 従五位下少輔兼内記藤原朝臣良文 民部省符　山城國司　應宛正税稲貳百伍拾束 213 従五位下民部少輔兼内記藤原朝臣良文 神祇官解

0920.03.10 延喜廿年三月十日 20 異國 本朝賜異國人位記 賜渤海國大使裴_位記 渤海国大使信部少卿従三位裴_ 459

0920.03.22 延喜廿年三月二十二日 11 廷尉 遣_非違使於遠國 遣検非違使遠國官宣旨 大史紀宿禰高行 為賜渤海客舎時服差使者発遣於越前國 266 大史紀宿祢高行 中納言兼左衛門督藤原清貫宣　　遣検非違使於遠国

0924.01.22 延長二年正月廿二日　 12 内記 宣命 任大臣宣命書様 任大臣 311 藤原忠平の任左大臣・藤原定方の任右大臣は延長2年1/22

0925.12.14 延長三年十二月十四日 21 雑文上 諸国召風土記官符 召諸國風土記官符 外従五位下行右大史安倍宿禰忠行 諸国召風土記官符 475 参議左大弁従四位上兼行讃岐守源朝臣恒 正二位左大臣兼左大将春宮傅藤原忠平宣　　五畿七道諸國司

0928.04.29 延長六年四月廿九日 17 仏事下　付法僧 請僧書 端午日請僧書 小僧都如無奉 416 小僧都如無

0928.05.03 延長六年五月三日 17 仏事下　付法僧 辭所帯職 天台座主尊意端午日供奉辞状 421

0932.04.18 承平二年四月十八日 11 廷尉 巡検道橋 巡検道橋宣旨 右衛門権府生村主保範奉 巡_道橋 266 右大史長張宿祢言鑒　右衛門権府生村主保範奉 大納言兼右大将藤原保忠宣　右中弁藤原朝臣在衡傳宣　右大史長張宿禰言鑒　

0935.06.03 承平五年六月三日 11 廷尉 令検非違使糺濫行宣旨 令検非違使糺濫行宣旨 左大史大納言鑒擧奉 令検非違使糺濫行宣旨　令勘糺東大寺興福寺雑人等濫行 260 左大史大納言鑒擧奉 大納言藤原恒佐宣　権右中弁源公忠傳宣

0935.12.04 承平五年十二月四日 11 廷尉 遣拒捍使 遣拒捍使宣旨 左衛門少志尾塞有安奉 遣拒捍使 265 左衛門少志尾塞有安奉 従三位中納言左衛門督別当藤原實頼宣

0935.12.30 承平五年 1 文筆上 序 倭歌序 新撰倭哥序 紀　貫之 新撰倭哥序 8 紀　貫之 醍醐天皇の命を受けて任地土左で選した和歌集の序　

0936.09.13 承平六年九月十三日 15 内記 宣命 書様 伊勢齋王卜定宣命書様 伊勢斎王卜定　 308 弾正尹兼太宰帥四品重明親王女徽子女王

0938.08.13 天慶元年八月十三日 7 摂_家 辞摂政表 藤忠平辞摂政表 江相公作 貞信公辞摂政表 187 文章博士従五位上式部少輔紀伊権介大江維時 太政大臣従一位藤原朝臣上表

0938.08.14 天慶元年八月十四日 7 摂_家 辞摂政表 勅答 藤原忠平辞摂政表勅答 187 朱雀天皇勅答

0943.04.22 天慶六年四月廿二日 2 文筆中 願文 在原氏諷誦文 後江相公 在原氏為亡息員外納言四十九日修諷誦文 29 大江朝綱 亡息員外納言は権中納言藤原敦忠　父左大臣藤原時平　母女弟子在原氏は従五位下雅楽頭在原棟梁女業平孫娘

0945.12.30 天慶八年 1 文筆上 序 詩序 日観集序 大江維時 日観集序 7 大江維時 天慶九年四月前坊学士として正四位下に　「日観集」は村上天皇の命による10人の漢詩集

0946.02.20 天慶九年二月廿日 2 文筆中 願文 仁王會呪願文 延暦寺仁王會咒願文 作者尊敬上人 延暦寺仁王會咒願文 32 尊敬上人

0946.12.30 天慶九年十二月三十日 12 内記 宣命 任天台座主宣命 任天台座主　権律師法橋上人位延昌 312 第十五代天台座主権律師延昌　加賀国江沼郡人槻本氏

0947.07.08 天暦元年七月八日 2 文筆中 願文 源高明正嫡乳母諷誦文 作者源　順 乳母弟子敬白 30 源　順 右大臣藤原師輔女を母とする源高明正嫡で天暦元年七月八日以前に生まれた子は「尊卑」に見えない

0950.02.20 天暦四年二月廿日 22 諸国雑事上 申兼押領使并給随兵 下総守藤原有行兼押領使并給随兵申文 従五位下下総守藤原朝臣有行 請被特蒙天恩因准先例兼行押領使并給随兵卅十人状 511

0950.04.10 天暦四年四月十日 17 仏事下　付法僧 知識文 延暦寺講堂造建知識牒 欲被加随分力令曳く上材木造講堂一宇状 436 當国四所衙

0950.04.10 天暦四年四月十日 17 仏事下　付法僧 知識文 延暦寺講堂造建知識牒 欲被加随分知識改造講堂一宇状 437 諸大施主衙

0950.04.11 天暦四年四月十一日 17 仏事下　付法僧 知識文 延暦寺講堂造建知識牒 欲被殊加衙勢令運上材木造建講堂一宇状 435 當国衙

0950.06.17 天暦四年六月十七日 21 雑文上 賣買券 摂津嶋上郡児屋郷賣買常地券 攝津國嶋上郡兒屋郷長解　申立賣買常地券文事 469 賣人内豎従七位下紀朝臣　　買人主計史生従七位上御船宿禰

0950.08.01 天暦四年八月一日 1 文筆上 啓 延暦寺奉賀儲君始立啓 延暦寺奉賀儲君始立啓 24 延暦寺傳燈大法師良藝　沙門延昌 儲君は村上天皇皇子憲平親王1才（冷泉天皇）母右大臣藤原師輔女安子

0951.09.30 天暦五年秋 2 文筆中 奉行 宣旨奉行文 謙徳公和謌所別當御筆宣旨奉行文 35 謙徳公＝藤原伊尹　924~972　天暦五年蔵人左少将兼紀伊権介　父右大臣藤原師輔母武蔵守藤原経邦女盛子

0952.03.02 天暦六年三月二日 22 諸国雑事上 申停追捕使押領使 越前國司停追捕使押領使申文 請被停止追捕使押領使等状 513 同年十一月八日従二位右大臣兼右大将藤原師輔宣、奉勅依請

0952.04.27 天暦六年四月廿七日 9 功労 以爵譲親父 賀茂保憲以爵譲親父申文 作者大江朝綱 請殊蒙天恩以所帯栄爵譲親父正六位上忠行状 253 従四位上左大弁兼勘解由長官伊勢権守大江朝綱 従五位下行暦博士賀茂朝臣保憲

0952.06.23 天暦六年六月廿三日 15 陰陽道 四角四堺祭使等 四角四堺祭使發遣官宣旨 大史阿蘇宿禰 為祭治港外四所鬼気差件等人　山城国 380 蔵人頭従四位上右大弁兼内蔵頭春宮権亮藤原有相 和邇堺・會坂堺・大枝堺・山崎堺

0952.08.15 天暦六年八月十五日 12 内記 詔 聖體不豫詔 従五位下中務少輔紀朝臣　宣奉行 聖體不豫　朱雀上皇　可大赦天下 295 中務少輔紀朝臣　 「本朝皇胤紹運録」によれば朱雀上皇８月１５日崩御　「日本紀略」は欠文期間

0952.11.09 天暦十年十一月九日 22 諸国雑事上 追討使官符 押領使官符 左大史出雲宿禰蔭時 押以清瀧静平為押領使、令追捕部内_盗輩事 512 従四位下行左中弁橘朝臣好古 出雲国解　従二位右大臣兼右大将藤原師輔宣

0955.01.04 天暦九年正月四日 2 文筆中 表白 法花経講表白 前中書王 天皇法花経講問者表白 35 源　兼明醍醐天皇皇子母藤原菅根女淑姫 天暦九年村上天皇

0955.10.08 天暦九年十月八日 16 仏事上 授戒牒 淡路國授戒牒 掾清原真人忠経 延暦寺戒壇院衙　欲被登壇授戒沙弥澄真之状 401 淡路守菅原朝臣雅親 国分寺僧

0956.04.21 天暦十年四月廿一日 16 仏事上 授戒牒 出雲國授戒牒 正六位上行掾滋野朝臣 東大寺戒壇院衙　欲被登壇授戒沙弥光延之状 402 従五位下守平朝臣 国分寺僧

0956.06.13 天暦十年六月十三日 22 諸国雑事上 追討使官符 追捕使官符 左大史 應以散位従七位上甲可公是茂、令追捕部内凶黨 512 正五位下左中弁藤原朝臣文範 近江国解　従二位右大臣兼右大将藤原師輔宣

0956.06.21 天暦十年六月廿一日 22 諸国雑事上 國司以下申帯剱 駿河國司以下帯剱申文 請因准諸國例、令国司并郡司雑任帯_状 510 駿河国司解　申請　官裁事　　十月廿一日中納言師尹宣、奉勅、依請

0958.08.13 天徳二年八月十三日 16 仏事上 授戒牒 安芸國授戒牒 権掾三善春範 延暦寺戒壇院衙　欲被預登壇授戒列国分寺僧尊住状 401 従五位上行安芸守三善真人是風

0958.08.30 天徳二年八月 3 文筆下 誓願 誓願書 前中書王 誓願書二通 43 中納言正三位源　兼明

0958.10.27 天徳二年十月二十七日 12 内記 宣命 立后宣命書様 立后 306 女御従二位藤原安子父右大臣兼右大将藤原師輔母武蔵守従五位上藤原経邦女同兼家

0959.02.07 天徳三年二月七日 15 陰陽道 六壬占 賀茂忠行奉勅占文 勘申賀茂忠行 賀茂忠行奉勅試占以水精念珠 382 珠五位上賀茂忠行　賀茂保憲父

0959.12.30 天徳三年 26 諸國公文中 解由 會赦解由 周防國司會赦解由 周防国司解　申與前司解由事 532 正六位上行介周防宿禰正

0961.06.20 応和元年六月廿日 8 別奏 省丞依着座恪勤次第申叙爵 式部省省丞依着座恪勤次第叙爵請奏 従四位下行少輔大江朝臣重光 請被當省丞不依拝任次第依着座恪勤次第 209 大枝維時ー重光ー匡衡

0961.08.05 応和元年八月五日 8 別奏 省丞依着座恪勤次第申叙爵 省丞依着座恪勤次第叙爵宣旨 大外記兼主税権助周防介御船奉 式部省丞不依拝任之次第、依着座恪勤預榮爵 209 大外記兼主税権助周防介御船傳説

0962.03.22 応和二年三月廿二日 8 別奏 日月蝕奏 中務省日蝕奏 正六位上行少丞源朝臣周輔 中務省解　申進大陽虧蝕事 207 正四位上行権大輔兼尾張守藤原長実　従五位上行大輔藤原家光 従五位上行大炊頭兼陰陽博士阿波介賀茂朝臣光平

0962.03.25 応和二年三月二十五日 2 文筆中 咒願 仁王會咒願文 作者式部少輔菅原輔正 仁王會咒願文 31 菅原輔正 作者式部少輔菅原輔正

0963.06.09 応和三年六月九日 12 内記 宣命 書様 祈雨奉幣宣命 祈雨 313

0965.05.25 康保二年五月廿五日 22 諸国雑事上 任鎮守府　仗 任鎮守府_仗官符 左少史吉志宿禰 鎮守府将軍従五位下源朝臣信孝_仗 514 正六位上文屋真人季延　　正六位上道公方行

0968.05.27 康保五年五月廿七日 21 雑文上 牧馬生益 書様 牧馬生益勘文書様 申實禄言上康保五年御馬帳事 480 除為猪狼被斃御馬廿七疋

0969.10.28 安和二年十月廿八日 17 仏事下　付法僧 施入諷誦文 藤原在衡職封施入諷誦文 弟子右大臣従二位藤原朝臣在衡 弟子在衡敬白　請諷誦事 431 奉施入職封五十烟（甲斐二十五烟　播磨二十五烟）　在衡女は村上天皇皇子致平親王母　この年８月１３日憲平親王即位（母安子）

0970.07.13 天禄元年七月十三日 12 内記 勅 右大臣贈位勅 中務大丞正六位上藤原公忠宣奉行 舅氏右大臣藤原朝臣　可従二位　賜内舎人左右近衛、以為随身 296 左大臣従二位藤原在衡　右大臣従二位藤原伊尹 右大臣藤原伊尹は圓融天皇生母安子兄

0971.04.05 天禄二年四月五日 22 諸国雑事上 國司申改路次赴任國 出羽守橘時舒改路次申文 従五位上行出羽守橘朝臣 請珠蒙官裁因准前例、被給管符於東海道、准正道赴任国状 509 従五位上行出羽守橘朝臣時舒

0973.05.26 天禄四年五月廿六日 15 陰陽道 方角勘文 賀茂保憲方角禁忌勘文 主計頭賀茂朝臣保憲 勘申木工寮屋舎、為大風所顛倒、欲令造立可忌哉否事 367 主計頭賀茂朝臣保憲

0974.09.07 天延二年九月七日 15 陰陽道 犯土勘文 賀茂保憲犯土禁忌勘文 主計頭賀茂朝臣保憲 勘申隣里犯土禁忌歩數 366 主計頭賀茂朝臣保憲

0974.12.18 天延二年十二月十八日 17 仏事下　付法僧 請僧書 御佛名請僧書 左中弁兼頭藤原朝臣佐理 内裏御佛名導師 416 左中弁兼内蔵頭藤原朝臣佐理

0974.12.18 天延二年十二月十八日 17 仏事下　付法僧 請僧書 御佛名次第僧請書 左中弁兼頭藤原朝臣佐理 内裏御佛名次第僧 417 左中弁兼内蔵頭藤原朝臣佐理

0975.06.23 天延三年六月廿三日 15 陰陽道 日月蝕 陰陽寮太陽虧蝕勘文 正六位上大属秦 陰陽寮解申大陽虧蝕事 375 従五位下行暦博士賀茂朝臣光榮等正月一日解状

0975.08.13 天延三年八月十三日 3 文筆下 祭文 右大臣源兼明祭亀山神文 前中書王 祭亀山神文 54 右大臣源兼明 「公卿補任」によれば、源　兼明は天禄二年（971）十一月二日任左大臣元大納言　である

0976.01.01 天延四年正月一日 9 功労 以所帯爵譲子息 藤原明子以爵譲子息申文 源順作 請珠蒙天恩因准前例被停所帯爵、令男右少弁佐時朝臣加一階状 253 源順 左大臣藤原仲平女明子　藤原時平男敦忠妻　長子佐時　次子佐理　少子延暦寺僧明昭

0976.09.19 貞元元年九月十九日 2 文筆中 願文 源兼明供養自筆法華経願文 前中書王 供養自筆法華經願文 30 弟子左大臣皇太子傅源朝臣兼明 醍醐天皇皇子　翌貞元二年四月勅（圓融天皇）によって左大臣から親王へもどされる

0977.09.30 貞元二年秋 1 文筆上 行 老閑行 菅　文時 老閑行 21 菅原文時 「本朝文粋」所収　「貞元二年秋、予歳八十」

0979.01.31 天元二年正月 7 摂_家 進執政 三善道統申状 従五位上行勘解由次官三善朝臣道統 請被特蒙恩恤因准先例、擧達弁官右衛門権佐闕状 185 従五位上行勘解由次官三善朝臣道統

0981.01.10 天元四年正月十日 7 摂_家 補勧学院別当 勧学院別当補任長者宣 別當権左中弁藤原朝臣懐忠 190 太政大閤は関白太政大臣従一位藤原朝臣頼忠

0982.08.15 天元五年八月十五日 20 異國 東大寺送大唐青龍寺牒 東大寺_然渡宋牒 日本国東大寺牒　大唐青龍寺 462 傳燈大法師位_然渡宋

0985.01.29 永観三年正月廿九日 16 仏事上 補僧綱官符 権律師補任官符 左大史多米宿禰 傳燈大法師位覚忍宜任権律師 412 左少弁藤原 正二位行大納言兼春宮大夫藤原朝臣為光宣

0985.02.01 永観三年二月一日 16 仏事上 補阿闍梨官符 賜三部阿闍梨位官牒 左大史大春日朝臣 應為阿闍梨傳燈法師位元壽事 412 右中弁菅原朝臣 正三位行中納言兼民部卿藤原朝臣文範宣

0986.01.25 寛和二年正月廿五日 7 公卿家 申罷所帯職状 罷中務卿状 請被停中務省卿状小倉親王前中書王 203 兼明親王　貞元二年４月有勅為親王叙二品１２月任中務卿　寛和二年正月廿五日辞卿

0986.07.20 寛和二年七月廿日 2 文筆中 願文 賽菅丞相廟願文 慶　保胤 賽菅丞相廟願文 29 慶滋保胤　沙弥心覚　法名寂心 菅丞相廟・天満天神廟　慶滋保胤は陰陽道賀茂忠行男　菅原文時門弟　「池亭記」「日本往生極楽記」の作者

0986.11.20 寛和二年十一月廿日 7 摂_家 摂政家仰書 摂政家仰書 別当民部大丞藤原為信奉 仰書送勧学院 179 太政大臣従一位藤原朝臣頼忠宣　備前国鹿田庄　理兼朝臣（中納言朝忠男カ）

0987.02.16 寛和三年二月十六日 17 仏事下　付法僧 僧徒諡號 慈恵諡號勅書 故大僧正良源闍梨、諡曰慈恵 425

0988.06.02 永延二年六月二日 16 仏事上 停止僧綱凡僧多率弟子童子 僧綱凡僧法式乖違等停止官符 正五位下行左大史兼備中権介大春日朝臣 應停止僧綱凡僧乖違法式多率弟子童子事 414 正四位下右大弁藤原朝臣 左大臣従一位東宮傅源雅信（宇多源氏）宣　　藤原道長室鷹司倫子父

0989.01.30 永延三年正月 8 別奏 任施薬院々司 施薬院司補任官符 任施薬院々司　従五位下行左大史中原朝臣致時 223 左大臣源朝臣雅信宣　　中原致時任大外記は永延三年正月叙従五上は四月五日　　大中臣朝明任長門守は同三年正月

0989.04.25 永延三年四月廿五日 16 仏事上 補東光寺座主官牒 東光寺座主補任官牒 正五位下行左大史多米宿禰 應補座主権少僧都法仁辞退替事　傳燈大法師位貴慶 410 権中納言従三位兼行右衛門督藤原朝臣道長宣

0989.09.28 永延三年九月廿八日 16 仏事上 補法務官符 東寺法務知行官符 正五位下行左大史兼備中権介大春日朝臣 應令権大僧都法眼和尚位眞喜共知行法務事 410 正四位下右大弁藤原朝臣有国 左大臣従一位東宮傅源雅信（宇多源氏）宣

0990.02.23 永祚二年二月廿三日 9 功労 丹後國司解 国司擧申辞采女譲状 正六位上行坂上 請被依采女丹波直勝子辞譲同姓徳子補任采女職状 247 丹波直勝子解

0990.02.25 永祚二年二月廿五日 16 仏事上 補定額寺僧補任官牒 東寺定額僧補任官牒 左少史肥田宿禰 應補定額僧権律師元眞替事　傳燈大法師位頼算 410 従四位下権左中弁兼東宮学士藤原朝臣忠輔 正二位行大納言兼左近衛大将皇后宮大夫陸奥出羽按察使藤原朝臣朝光宣

0992.07.28 正暦三年七月廿八日 7 摂_家 奉納興福寺寶物牒 摂政家牒 左大史多米朝臣 摂政家牒　興福寺 179 別當前紀伊守藤原朝臣 摂政藤原朝臣道隆

0994.02.17 正暦五年二月十七日 7 摂_家 関白御願寺申文 関白御願寺申文 作者匡衡　 以積善寺申為御願寺 180 大江匡衡 正二位関白藤原朝臣道隆　　先公入道太政大臣は永祚二年従一位摂政太政大臣で５月８日入道７月２日薨去の父兼家

0995.05.11 長徳元年五月十一日 7 摂_家 内覧宣旨 内覧宣旨 左大史小槻宿祢奉 内覧宣旨　入道殿、大殿、大将殿 174 左大史小槻宿祢奉親 権大納言藤原朝臣道長　権大納言藤原朝臣顕光宣　権左中弁源朝臣俊賢傳宣

0995.08.01 長徳元年八月一日 5 朝儀下 月奏 蔵人所月奏 蔵人蔭孫正六位上橘朝臣 蔵人所 116 蔵人正六位上橘朝臣則光 正六位上行主計権助晴明他

0995.08.01 長徳元年八月一日 5 朝儀下 月奏 瀧口月奏 蔵人所　瀧口 118 蔵人所瀧口

0995.08.01 長徳元年八月一日 5 朝儀下 月奏 小舎人月奏 出納正六位上惟宗朝臣 蔵人所　小舎人 118 別當右大臣従二位藤原朝臣道長　

0996.08.09 長徳二年八月九日 4 朝儀上 定女御官符 定女御 定女御官符 定女御 80 藤原義子　「紀略」長徳二年八月九日条により正三位大納言藤原公季女義子

0997.08.15 長徳三年八月十五日 13 紀傳 試策詩瑕瑾 擬文章生詩瑕瑾申文 従五位下行大内記兼越中権守紀朝臣齊名 擬文章生詩瑕瑾 337 文章博士大江朝臣匡衡 大外記中原朝臣致時　左大臣藤原朝臣道長宣

0998.12.09 長徳四年十二月九日 3 文筆下 祭文 大江匡衡熱田宮祭文 大江匡衡 熱田宮祈請男擧周明春侍中所望状 56 大江匡衡 大江家代々の秀才を挙げ、男擧周の補蔵人を願う

0999.06.24 長保元年六月廿四日 9 功労 申参議 藤原在國参議申文 前勘解由長官従三位藤原朝臣在國 請特蒙鴻慈、依大弁蔵人頭勘解由長官労任参議状 234 非参議正三位太宰大貳兼弾正大弼藤原朝臣有國 長保三年十月三日任参議（正三位非参議弾正大弼）

1000.03.30 長保二年三月 6 太政官 申進過状事 東市佑大江某過状 東市佑 東市佑大江某解　申進過状事 166 （宇多源氏権）大納言従二位按察使兼中宮大夫源朝臣時中宣　　大外記兼助教清原真人（？）

1000.04.17 長保二年四月十七日 4 朝儀上 定親王官符 定親王 定親王官符 定親王 80 敦康親王　「権記」長保二年四月十七日条により一条天皇皇子敦康親王母皇后藤原定子

1001.03.04 長保三年三月四日 20 大宰府　付管國 申下遣越度上道吏令行交替政 豊後守穴太愛親行交替政申文 豊後守 申下遣越度上道吏、令行交替政、加前司陳状 446 豊後守外従五位下穴太宿禰愛親 前司丹波朝臣泰親　　「不堪大貳藤原朝臣苦責、逃亡入京」の大貳は藤原有國のことか

1001.04.02 長保三年四月二日 20 大宰府　付管國 越度上道前司陳状 前豊後守丹波泰親辨交替政陳状行 前豊後守 辨申未畢任国事暫参上状 446 前豊後守外従五位下丹波朝臣泰親 右大臣藤原朝臣顕光宣　右大辨藤原朝臣行成傳宣　左大史小槻宿禰奉親仰

1001.10.03 長保三年十月三日 7 摂_家 補興福寺別当 興福寺俗別当補任宣旨 左大史小槻宿祢奉 補興福寺別当　左中弁藤原朝臣説孝 189 左大史小槻宿禰奉親 従四位下左中弁藤原朝臣説孝高藤流太宰帥為輔男

1001.10.04 長保三年十月四日 11 廷尉 停任人復本官本位 復本官本位宣旨 左大史小槻宿祢 停止人復本官本位　中納言兼皇太后宮大夫左衛門督藤原朝臣公任 282 左大史小槻宿祢奉職親 左大臣藤原朝臣道長宣　参議右大辨藤原朝臣行成傳宣　

1001.11.18 長保三年十一月十八日 17 仏事下　付法僧 請延出家 觀薬請延出家申文 請被暫任衆望、延觀薬出家状 438

1001.12.30 長保三年 26 諸國公文中 申減省國解文 山城國申減省解文 正六位上行目 官裁件八个年間、毎年被減省件数、将省公文勘済之煩 533 従四位下行守藤原朝臣　従五位下行介 従三位修理大夫兼守平朝臣維信　｢公卿補任」では平親信の従三位は十月十日

1002.03.06 長保四年三月六日 2 文筆中 傳 書寫山上人傳 花山法皇 書寫山上人傳 25 花山法皇 書写山上人性空は従四位下橘善根男　花山天皇は冷泉天皇皇子

1002.05.01 長保四年五月一日 8 別奏 補供御院預 供御院預補任宣旨 左大史小槻宿祢 補供御院預官人代磯部廣信 223 左大史小槻宿祢奉親 左大臣藤原朝臣道長宣　権左中弁源朝臣相方傳宣

1002.05.27 長保四年五月廿七日 13 紀傳 申學問料 穀倉院學問料申文 式部権大輔件文章博士大江匡衡 請被給穀倉院学問料令継六代業男蔭孫無位能公状 339 正四位下行式部権大輔件文章博士大江匡衡 望請、蒙鴻恩、因准先例早賜学問料、令継箕裘之業　　能公は大江匡衡男

1002.06.16 長保四年六月十六日 6 太政官 補官掌 官掌補任宣旨 左大史兼播磨介小槻宿祢 補官掌 160 左大史兼播磨介小槻宿祢奉親 左大臣藤原道長宣　参議左大弁藤原朝臣行政傳宣（｢公卿補任」では参議右大辨侍従大和権守藤原朝臣行成）　日下部宿祢保隆

1004.02.26 長保六年二月廿六日 11 廷尉 禁断新任人饗禄 新任人等饗禄禁断官宣旨 大史小槻宿祢 右弁官下　検非違使　應重禁断諸司所々新任人等饗祿事 265 左大弁藤原忠輔　 左大臣藤原朝臣道長宣

1004.05.24 長保六年五月廿四日 11 廷尉 停任宣旨 停任宣旨 左大史小槻宿祢奉親奉 権大僧都厳久権少僧都明救等宜停任者 280 左大史小槻宿祢奉親 左大臣藤原朝臣道長宣　権左中弁源朝臣道方傳宣

1004.11.20 寛弘元年十一月廿日 26 諸國公文中 申減省國解文 土佐國申減省解文 正六位上行大目栗栖宿禰 土左国司解　申請　官裁事 534 正六位上行大目栗栖宿禰 請被因准先例減省正税、公廨、雑稲、毎年卅六萬千六百八十八束状

1004.12.12 寛弘元年十二月十二日 6 太政官 官切下文 官切下文 左少史私 奉山陵并所々荷前料、内蔵寮所請如件 158 右少弁藤原朝臣廣業

1005.12.12 寛弘二年十二月十二日 26 諸國公文中 班符國解 山城國班符解文 山城国雑掌秦成安 請被因准傍例、被下宣旨於所司、班符未下間、暫置勘出 542 山城国雑掌秦成安

1006.04.11 寛弘三年四月十一日 22 諸国雑事上 申補押領使 淡路國司補押領使申文 請被因准傍例、給官符以正六位上高安宿禰為正補押領使状 511

1006.07.17 寛弘三年七月十七日 11 廷尉 未断獄囚事 検非違使廳獄囚勘文 左衛門少志尾張如春 勘申　未断左右獄囚事　合貳人 290 左衛門少尉縣犬養　右衛門少尉豊原 左一人　佐賀名胙丸　依闘乱禁　　右一人　伴友助　依窃盗禁

1006.07.17 寛弘三年七月十七日 11 廷尉 未断獄囚事 検非違使別當宣 防鴨河使判官右衛門少尉豊原 被別当宣_、佐賀名胙丸、有可令弁申之事、所召禁也 290 防鴨河使判官右衛門少尉豊原 新任別当、時注未断囚可原免之輩進勘文也

1006.07.31 寛弘三年七月 11 廷尉 盗人過状 大田國武丸過状 大田國武丸申世利 大田國武丸申久過状進事 289

1007.01.01 寛弘四年一月一日 3 文筆下 告文 藤原行成美福門額字修飾告文 大江以言作 請修餝美福門額字告文 51 文章博士大江朝臣以言 参議正三位行兵部卿兼左大弁侍従播磨権頭藤原朝臣行成

1008.02.11 寛弘五年二月十一日 21 凶事 停擧哀官符 停止擧哀官符 右少史 五畿七道諸國百官　應停止素服擧哀事 488 右少弁正五位下藤原朝臣廣業 内大臣正二位左大将藤原朝臣公季宣　　２月８日花山法皇崩御、遺詔による

1008.12.29 寛弘五年十二月廿九日 26 諸國公文中 越勘續文 主税寮越勘續文 少属秦連理 勘前美作介従五位下橘朝臣則隆解由事 546

1009.11.20 寛弘六年十一月廿日 22 諸国雑事上 追討使官符 捕進官符 左少史 應慥捕進伊豫守佐伯朝臣公行三女、従者藤原吉道、出納春正等事 513 正四位上（従四位上）右中弁藤原朝臣重尹 内大臣正二位左大将藤原朝臣公季宣　呪詛中宮彰子事

1010.07.03 寛弘七年七月三日 20 大宰府　付管國 准擬牒 太宰府准擬牒 向太宰府路次国々郡司駅長等 445 従二位行太宰大貳平朝臣親信　２月１６日任大貳の赴任について

1012.06.25 寛弘九年六月廿五日 2 文筆中 献物 北野廟献物願文 大江朝臣匡衡 献供物於北野廟 33 大江匡衡 正四位下行式部大輔兼文章博士丹波守 翌月7月16日卒去

1013.12.30 長和二年 4 朝儀上 内給 内給申文 書様 内給申文 76

1013.12.31 長和二年 7 公卿家 以子息二合諸司助 書様 以子息二合申諸司助 請以男正六位上某當年給二合、被拝任諸司助状 195

1014.11.03 長和三年十一月三日 6 太政官 官切下文 官切下文 左大史 祭薗并韓神解除料、神祇官所請如件 159 左少弁兼和泉守源朝臣經頼

1015.03.04 長和四年三月四日 22 諸国雑事上 移文 上野國送武蔵國移 来牒壹紙　被載可糺定穀倉院藤崎庄所領田畠四至子細事 515

1015.10.03 長和四年十月三日 5 朝儀下 補大歌所別當　申文 大歌所別當申文 明法生小野保倫 申大歌所別當 124 明法生正六位上小野朝臣保倫

1015.10.15 長和四年十月十五日 5 朝儀下 補大歌所別當　宣旨 大歌所別當補任宣旨 左大史丹波朝臣 明法生小野保倫為大歌所別当 125 左大臣正二位藤原朝臣道長宣　蔵人右少弁従五位上東宮学士備中介兼左衛門権佐藤原朝臣資業傳宣　

1015.10.15 長和四年十月十五日 7 公卿家 依荘園訴送国衙牒 太皇太后宮大夫家牒 太皇太后宮大夫家知家事忌部 欲被如_立券所領有年庄、兼労免司寄人等臨時雑役状 200 別當前安芸守藤原朝臣 太皇太后宮大夫藤原朝臣公任　　４月１３日の左衛門督藤原教通（公任娘婿）三条家の焼亡によって紛失

1015.11.16 長和四年十一月十六日 22 諸国雑事上 國符 播磨國符 小目刑部 應免除太皇太后宮大夫家御領有年庄司寄人等臨時雑役事 516 播磨守藤原朝臣説孝 播磨国赤穂郡司

1016.12.30 長和 4 朝儀上 前坊御給 書様 前坊御給申文 前坊長和年御給 76

1016.12.30 長和 4 朝儀上 院宮御給 書様 院宮御申文 去年若去々年御給 77

1019.02.20 寛仁三年二月廿日 12 内記 宣命 祈年穀奉幣宣命 祈年穀 312

1019.04.16 寛仁三年四月十六日 21 異國 宰府申刀伊國賊撃取 大宰府言上撃取刀伊國賊徒状解 正六位上行大典上毛野朝臣師善 言上刀伊国賊徒或撃取或逃却状 459 三品帥親王　正二位行中納言兼権帥藤原朝臣隆家 ３月２８日付け対馬島からの賊徒に関する解状が４月７日太宰府に到来　　この年隆家辞権帥、11月21日行成任権帥

1021.01.23 寛仁五年正月廿三日 7 公卿家 年給二合申文 年給二合申文 正二位行大納言藤原朝臣行成 献五節舞姫申年給二合 194 正二位権大納言藤原朝臣行成

1021.03.29 治安元年三月廿九日 17 仏事下　付法僧 辭所帯職 内供奉十禅師永円辞状 内供奉十禅師権少僧都法眼和尚位永円 請停内供奉十禅師職状 420

1021.12.16 治安元年十二月十六日 26 諸國公文中 越勘宣旨 越勘宣旨 左大史坂合部奉 望請、天裁因准傍例、被下戦時於諸國司、越勘件年公文 548 隠岐前々司藤原實雅朝臣 正二位権大納言春宮大夫藤原朝臣頼宗宣　右中弁兼内蔵権頭左衛門権佐藤原章信傳宣

1022.10.28 治安二年十月廿八日 26 諸國公文中 交替使進上實録帳解 検伊豫國交替使進上實録帳解文 主典明法生正六位上伴朝臣俊通 _伊豫国交替使解　申進上実録帳事 554

1024.01.26 治安四年正月廿六日 7 公卿家 故権中納言某後家 以子息二合申諸司助 従五位上藤原朝臣 請寛弘二年給二合、以男正六位上藤原朝臣某被拝任諸司助闕状 195

1024.07.09 治安四年七月九日 22 諸国雑事上 依下名誤依本位申賜任符 藤原家業依下名誤依本位賜官符申文 上野介 請殊蒙天恩、被下宣旨依本位賜任符状 509 従五位下上野介藤原朝臣家業 下名誤注従五位上、仍不給任符

1024.11.05 万寿元年十一月五日 11 廷尉 停任解官 停任官符 従五位上行左大史小槻宿祢 應停任正二位行権大納言藤原朝臣公任事 281 右（左）少弁正五位上（下）文章博士藤原朝臣義忠 「公」「弁官補任」と日付・右少弁の人物比定に不合あり　正二位行権大納言藤原朝臣行成宣　　公任依病上表

1025.04.28 万寿二年四月廿八日 15 陰陽道 申請造暦料物 掃部寮請結政料物申文 右少史大友宿祢 結政半帖、長帖、料物等、依例掃部寮所請如件 363

1025.05.03 万寿二年五月三日 11 廷尉 為追捕差遣使者 検非違使供給官宣旨 左大史中臣朝臣 應勤行_非違使供給事 264 左中弁正四位下内蔵頭中宮亮件丹波守源朝臣経頼 権中納言従二位宮内卿兼皇太后宮大夫源朝臣道方

1025.05.03 万寿二年五月三日 26 諸國公文中 停遣検交替使宣旨 停遣検校交替使官符 左大史大宅真人 應停遣検交替使、依前司藤原朝臣景齊受領定数、令同任国司分付受領雑官物事 552 右（左）中弁正四位下内蔵頭中宮亮件丹波守源朝臣経頼 正二位右大臣兼右大将皇太子傅藤原朝臣實資宣　　備前国前司藤原景齊　新司源経相

1025.07.04 万寿二年七月四日 15 陰陽道 申請造暦料物 陰陽寮請造暦用途物解 左少史小野朝臣奉政 陰陽寮解　申請寫来年料暦用物事 362 右少弁従五位下藤原朝臣家経 従一位関白左大臣藤原朝臣頼通宣

1025.12.31 万寿二年 11 廷尉 使可帰京由事 検非違使帰京官宣旨 左少史 依有國守某朝臣愁申事宜早帰京 264 辨 権中納言藤原（長家・公信・朝経）宣

1028.05.05 長元元年五月五日 26 諸國公文中 解由 式解由 土佐國司式解由 正六位上行少目 土佐国司解　申與前司解由事 530 従五位下行（新土佐守） 前司「守正五位下」は藤原朝臣惟通カ

1029.02.23 長元二年二月廿三日 26 諸國公文中 令書生分付官物國解 飛騨國司令書生分付官物解文 請被因准先例、令書生分付官物状 553 従五位下行飛騨守橘朝臣惟通

1029.04.30 長元二年孟夏 1 文筆上 序 倭歌序 殿上花見和歌序 藤　實範 殿上花見和歌 11 藤原實範　長元二年　正六位上蔵人左衛門権少尉 尚書侍中源朝臣は正四位下蔵人頭右大弁兼内蔵頭中宮亮源経頼

1029.08.02 長元二年八月二日 26 諸國公文中 為勤交替申前司 陸奥守藤原朝元為勤交替申前司文 従四位上行陸奥守藤原朝臣朝元 請被殊蒙天裁、下遣前司従四位上平朝臣孝義、令勤仕交替政状 550

1030.08.16 長元三年八月十六日 12 内記 宣命 止雨奉幣宣命 止雨 313 奉幣丹生・貴船二社

1030.10.05 長元三年十月五日 26 諸國公文中 解由 式代解由 土佐國司式代解由 正六位上行大目 土佐国司解　申與前司解由事 530 土左前司従四位下藤原朝臣季任　長元元年五月五日付「土佐国司式解由」の前司と同一人カ

1031.05.28 長元四年五月廿八日 28 諸國功過 解由續文 主税寮解由續文 少属秦 勘前淡路守従四位下菅野朝臣敦頼解由事 576 頭兼博士中原朝臣

1032.10.02 長元五年十月二日 1 文筆上 序 倭歌序 大井河翫紅葉和歌序 藤　國成 初冬於大井河翫紅葉和歌一首 10 藤原國成　長元七年正五位下勘解由次官大学頭 「本朝続文粋」所収　「日本紀略」長元五年十月二日条「殿上侍臣遊覧大炊河、詠和歌、題云、山水留秋」

1033.04.29 長元六年四月二十九日 8 別奏 任施薬院々司 施薬院司補任宣旨 右大史惟宗朝臣義賢奉 施薬院主典刑部武並宜轉判官 223 正二位右大臣兼右大将皇太弟傅藤原朝臣實資宣　右（左）中弁正四位下藤原朝臣経輔傳宣

1039.02.28 長暦三年二月 13 紀傳 申秀才 秀才申文 請以文章生正六位上菅原朝臣實平被補文章得業生闕 341 菅原輔正ー為紀ｰ實平　「継八代之業」

1039.11.01 長暦三年十一月一日 2 文筆中 表白 二諦義表白 作者明衡　 二諦義　添菩薩義　天台大師説 36 藤原明衡作 「本朝文粋」編者で「新猿楽記」作者藤原明衡

1040.05.14 長暦四年五月十四日 16 仏事上 補嘉祥寺別當官牒 嘉祥寺別當補任官牒 正五位下行左大史惟宗朝臣牒 應補任別当仲聖譲替事　傳燈法師位明圓　真言宗　東大寺 411 左少弁正五位下源朝臣経成 正二位権大納言兼春宮権大夫源朝臣師房宣

1040.10.30 長暦四年十月 20 大宰府　付管國 宇佐使逓送蔵人所牒 蔵人所宇佐使逓送牒 出納木工少属中原資任 應供給逓送使等事　蔵人所牒　太宰府 443 蔵人左少弁源朝臣経成　式部丞藤原公基 蔵人所別当従一位右大臣兼右大将藤原朝臣實資　頭右京大夫兼左中将近江介藤原朝臣資房　頭右近権中将兼備中介藤原朝臣信長

1040.10.30 長暦四年十月 20 大宰府　付管國 同使路次国々供給逓送牒 蔵人所宇佐使逓送牒 出納 應供給逓送使等事　蔵人所牒　向太宰府路次国々 444 蔵人所別当従一位右大臣兼右大将藤原朝臣實資　頭右京大夫兼左中将近江介藤原朝臣資房　頭右近権中将兼備中介藤原朝臣信長

1041.10.19 長久二年十月十九日 21 凶事 贈官位詔 藤原義忠贈官位詔 贈官位　詔 490 故権左中弁正四位下大学頭東宮学士大和守藤原朝臣義忠に参議従三位を贈る（侍讀労）　十一月一日流遊吉野川、覆船卒

1041.10.19 長久二年十月十九日 21 凶事 賻物 藤原義忠賻物充文 左少弁源朝臣経成奉 贈参議従三位藤原義忠卿賻物 490 左少弁正五位下源朝臣経成 権中納言正三位兵部卿藤原朝臣重尹宣

1041.10.19 長久二年十月十九日 21 凶事 贈官位記 藤原義忠贈位記 正四位下藤原朝臣義忠　可贈従三位 491

1041.10.19 長久二年十月十九日 21 凶事 賻物 藤原義忠賻物充文 左少弁源朝臣経成奉 銭拾貫文　下穀倉院　贈参議従三位藤原義忠卿賻物 492 左少弁正五位下源朝臣経成 権中納言正三位兵部卿藤原朝臣重尹宣

1043.07.08 長久四年七月八日 26 諸國公文中 以前司同任官人申實録國内官物等 河内國司以前司同任官人申實録國内官物等解文 正六位上行大掾大中臣朝臣 以前司同任官人、申実録国内官物事 552 従四位上行河内守藤原朝臣 前司菅原朝臣某受領定数　　前司従四位上善滋朝臣為政不勤交替、左右遁避、其身既卒

1043.11.27 長久四年十一月廿七日 11 廷尉 停任人復本官本位 復本官本位宣旨 大外記兼主税権助備後権介中原 件人々去八月十四日停任、宜如㴼還任 283 大外記中原は大外記中原致時男師任カ

1044.02.28 長久五年二月廿八日 22 諸国雑事上 申籤符 高階成章籤符申文 従四位下行阿波守高階朝臣成章 請特蒙天恩因准傍例、不待本任放還、給籤符赴任国状 507

1044.06.11 長久五年六月十一日 21 雑文上 文書紛失状 権中納言家家領右京七條三坊四坊家地券紛失状 知家事左衛門使長村重 欲被依実證署領地券文焼失状 472 別当式部権大輔大学頭大江朝臣擧周カ 傳領　八条大将家ｰ三条太政大臣家（藤原頼忠）－入道大納言（藤原公任）ー内大臣家（藤原教通）－権中納言家（藤原信家；母公任女）


